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二
月
議
会
提
出
意
見
書
等 

   

号
機
の
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画

に
つ
い
て
、
同
市
長
は
二
月

二
六
日
、
石
川
知
事
に
、
地

元
四
市(

御
前
崎
・
牧
之
原
・

掛
川
・
菊
川)

が
受
入
れ
を
容

認
し
た
と
報
告
。 

知
事
は
「
各
市
で
入
念
に

時
間
を
か
け
て
議
論
し
て
結

論
を
出
し
て
く
れ
た
こ
と
を

評
価
し
た
い
」
と
応
じ
、
県

と
し
て
の
計
画
容
認
を
二
月

中
に
正
式
に
中
電
に
伝
え
る

と
い
う
。
事
故
が
起
き
た
際

の
責
任
逃
れ
の
た
め
の
四
市 

 

主
張 

御
前
崎
市
の

中
部
電
力
・

浜
岡
原
発
四 

へ
丸
投
げ
だ
ろ
う
か
。
議
会

も
音
な
し
の
構
え
で
あ
り
、
共

に
他
県
で
は
見
ら
れ
な
い
無

責
任
さ
だ
。
し
か
も
四
市
の

実
情
は
「
時
間
を
か
け
て
議

論
し
て
結
論
を
出
し
た
」
と 

      

言
う
の
と
は
大
違
い
。
以
下

は
掛
川
市
の
様
子
を
見
た
人

の
感
想
で
あ
る
。 

 

―
―
―
―
―
―
―
― 

二
月
二
日
、
掛
川
市
議
会 

二
月
二
十
一
日
よ
り
、
二
月
議
会
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
議
会
で
は
来
年
度
予
算
案
が
提
出
さ

れ
、
市
長
の
施
政
方
針
説
明
が
行
わ
れ
た
。
初
日
の
二
十
一
日
は
十
九
年
度
補
正
予
算
等
が
出

さ
れ
、
質
疑
と
裁
決
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
二
八
、
二
九
日
の
両
日
、
各
会
派
を
代
表
し
て
予

算
や
市
政
全
般
に
つ
い
て
各
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。
こ
の
後
、
各
委
員
会
で
予
算
説
明
や
質
疑

が
行
わ
れ
、
三
月
十
日
か
ら
の
一
般
質
問
を
経
て
、
会
期
末
の
三
月
十
四
日
、
本
会
議
に
お
い

て
予
算
案
の
質
疑
、
討
論
、
採
決
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
会
期
当
初
に
出
さ
れ
た
意
見
書
等
は

各
派
代
表
者
会
議
で
意
見
調
整
し
た
後
、
最
終
日
に
裁
決
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。 

主
催
で
「
原
子
力
安
全
・
保

安
院
に
よ
る
プ
ル
サ
ー
マ
ル

の
説
明
と
意
見
交
換
会
」
が

あ
る
と
い
う
の
で
三
島
か
ら

出
か
け
た
。
説
明
が
一
区
切

り
し
、
司
会
が
「
質
問
は
？
」 

      

と
言
っ
た
の
で
、
連
れ
が
発

言
す
る
と
、
途
端
に
「
他
市

民
が
何
を
言
う
か
」
と
罵
声

が
飛
ん
だ
。
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。

浜
岡
で
原
発
事
故
が
起
き
れ 

 

 

制
度
へ
の
国
庫
補
助
を
求

め
る
意
見
書 

 
 
 

 
 
 

〈
共
産
党
〉 

五
．
道
路
特
定
財
源
の
確
保

に
関
す
る
意
見
書 

〈
全
国
市
議
会
議
長
会
〉 

六
．
地
方
切
捨
て
を
許
さ
ず
、

沼
津
河
川
国
道
事
務
所
の

執
行
体
制
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書 

〈
国
交
省
全
建
設
労
組
〉 

七
．
看
護
師
等
の
確
保
に
関

す
る
意
見
書 

〈
健
保
労
組
三
島
病
院
支
部
〉 

 

二
月
議
会
に
出
さ
れ
た
意

見
書
等
は
次
の
通
り 

 

一
．
地
方
自
治
体
の
安
定
的

財
政
運
営
と
道
路
特
定
財

源
の
確
保
を
求
め
る
意
見

書 
 
 
 

〈
公
明
党
〉

二
． 

介
護
労
働
者
の
待
遇
改

善
を
求
め
る
意
見
書 

       

〈
公
明
党
〉

三
．
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
関
す
る
意
見
書 

 
 
 
 
 
 

〈
共
産
党
〉

四
．
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

２００８年度 三島市予算の詳細 

２月議会予算案等、代表質問始まる 
３月３日～６日各委員会、一般質問１０日～１２日、最終日３月１４日 

       

人
は
行
方
不
明
。 

▼
高
性
能
レ
ー
ダ
ー
を
装
備
し
、

一
度
に
一
〇
の
ミ
サ
イ
ル
標
的

に
対
処
で
き
る
最
新
鋭
艦
が
何

故
衝
突
し
た
の
か
。海
上
保
安
庁

は
相
手
を
右
手
に
見
る
イ
ー
ジ

ス
艦
「
あ
た
ご
」
に
回
避
義
務
が

あ
っ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
回

避
動
作
を
せ
ず
衝
突
し
た
。国
民

を
守
る
べ
き
立
場
の
者
が
国
民

を
犠
牲
に
し
た
。
し
か
も
、
時
間

が
経
つ
に
つ
れ
て
、防
衛
省
の
隠

蔽
工
作
と
も
思
え
る
ボ
ロ
が

次
々
に
発
覚
し
て
い
る
。 

▼
当
初
、イ
ー
ジ
ス
艦
が
漁
船
を

発
見
し
た
時
間
を
、
衝
突
の
「
二

分
前
」し
て
い
た
が
、こ
れ
が「
十

二
分
前
」に
訂
正
さ
れ
た
。ま
た
、

イ
ー
ジ
ス
艦
が
確
認
し
た
と
い

う
漁
船
の
灯
火
の
色
も
、漁
船
仲

間
の
追
及
で
「
緑
」
か
ら
「
赤
」

に
変
わ
っ
た
。 

▼
更
に
極
め
つ
け
は
、社
民
党
の

辻
元
議
員
が「
も
し
隠
ぺ
い
や
情

報
操
作
を
や
っ
て
い
た
と
し
た

ら
辞
任
を
明
言
す
べ
き
だ
」と
質

す
と
、
石
破
防
衛
大
臣
は
「
地
位

に
恋
々
と
し
て
い
る
こ
と
は
一

度
も
な
い
・
・
・
隠
ぺ
い
や
情
報

操
作
が
行
わ
れ
て
い
た
ら
、文
民

統
制
を
預
か
る
者
と
し
て
責
任

を
取
る
の
は
当
然
だ
」と
啖
呵
を

切
っ
た
。 

▼
と
こ
ろ
が
、
事
故
直
後
、
捜
索

を
放
り
出
し
、
海
上
保
安
庁
に
無

断
で
、イ
ー
ジ
ス
艦
の
航
海
長
を

防
衛
省
に
呼
び
つ
け
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。そ
の
こ

と
に
つ
い
て
も
、
石
破
大
臣
は
、

当
初
は「
捜
査
の
厳
正
公
平
の
た

め
に
会
わ
な
か
っ
た
」と
答
弁
し

て
い
た
の
に
、
結
局
は
大
臣
室
で

会
っ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
も
、

防
衛
事
務
次
官
は
記
者
会
見
の

席
で
「
何
を
聴
い
た
か
覚
え
て
い

な
い
」
と
空
と
ボ
ケ
て
い
た
。 

▼
そ
の
後
の
新
聞
報
道
で
は
、
事

故
当
時「
艦
内
飲
酒
を
し
て
い
た

の
で
は
」と
の
新
た
な
疑
惑
が
浮

か
び
あ
が
っ
て
い
る
。も
し
そ
う

な
ら
、飲
酒
衝
突
殺
人
に
相
当
す

る
。
本
当
に
、
こ
ん
な
連
中
に
国

を
任
せ
ら
れ
る
か
？ 

 

▼
二
月
十
九
日
早
朝
、

日
本
の
最
新
鋭
イ
ー
ジ

ス
艦
が
房
総
半
島
沖

で
、
小
型
マ
グ
ロ
漁
船

と
衝
突
し
た
。
漁
船
は

真
っ
二
つ
、
乗
り
組
ん

で
い
た
漁
師
の
親
子
二

『プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
』 

安
全
を
「感
覚
」で
判
断
す
る
四
市 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

知
事
も
県
議
会
も
責
任
放
棄 
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越
金
が
三
億
円
程
度
に
大
幅

に
減
少
す
る
。
そ
の
た
め
、

次
年
度
繰
越
金
を
確
保
す
る

目
的
で
二
億
円
を
借
り
入
れ

た
と
の
こ
と
。
こ
れ
に
対
し

て
栗
原
議
員
か
ら
、
単
年
度

で
処
理
す
べ
き
も
の
を
、
次

年
度
へ
の
繰
越
金
確
保
の
た

め
に
操
作
す
る
の
は
、
財
政

の
単
年
度
主
義
に
反
す
る
の

で
は
と
の
疑
問
の
声
が
出
さ

れ
た
。 

 

 

各
事
業
で
は
、
北
小
学
校

改
築
、
南
二
日
町
サ
ッ
カ
ー

場
整
備
、
錦
田
子
供
園
整
備
、

学
校
施
設
耐
震
補
強
、
ま
た
、

谷
田
幸
原
線
建
設
、
白
滝
公

園
整
備
事
業
等
、
重
点
施
策

の
実
現
に
向
け
た
予
算
編
成

を
し
た
と
し
て
い
る
。 

 軽食＆喫茶（11:30～14:30） 

スナック（１8:00～23:00） 

レインボー 
三島田町駅前 

（昼）定食８００円、珈琲付き 
    レインボーカレー７００円 

焼きそば５００円 
トースト・サラダ・珈琲６００円 

電話：055-972-0005 

 ハーモニカ アンサンブル 
 
 
ハーモニカ同好会を発足します。趣味で 
吹いている方、また初めての方ご連絡下 
さい。 
場所：北上文化プラザ（予定） 
時間：毎月２回程度、曜日、日時は未定 
会費：必要な経費のみ 
連絡先：TEL＆FAX 055-989-0240 
携 帯：090-2268-6321（鞍掛まで） 

くらかけ  

暖心書道会 
 佐藤晶山 TEL:987-1083 
生徒募集（数名） 

高校生・一般（月謝3000円） 
第１・２・３水曜日（夜７時半～９時） 
＊それぞれの希望に添った指導をいたします。 

 〒411-0046 三島市芙蓉台２－７－１

６ 

ビーズジュエリー制作・販売 

Beads Branch375 
お手持ちの服に合わせて 

あなただけのアクセサリーを作りませんか？ 
〒411-0044 
三島市徳倉８７６－６４ 
Ｔｅｌ＆Ｆａｘ：055-988-1691 内田まで 
お気軽にお電話ください 

八
．
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
早

期
解
決
を
求
め
る
意
見
書 

 

〈
国
鉄
労
働
組
合
静
岡
地
本
〉 

 

陳
情
書 

 

旧
三
島
測
候
所
隣
接
地
に

お
け
る
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
計
画
に
対
す
る
同
測

候
所
観
測
地
点
の
維
持
存

続
に
関
す
る
お
願
い
。 

 

〈
東
本
町
二
丁
目
自
治
会
〉 

 

予算額 構成比 予算額 構成比 金　額 伸び率
(千円) 　(％) (千円) 　(％) (千円) 　(％)

市税 17,910,374 56.5 17,874,265 55.3 36,109 0.2
分担金及び負担金 462,239 1.5 446,688 1.4 15,551 3.5
使用料及び手数料 592,112 1.9 585,635 1.8 6,477 1.1
財産収入 85,780 0.3 91,173 0.3 △ 5,393 △ 5.9
寄付金 5,009 0 10,008 0 △ 4,999 △ 50.0
繰入金 419,942 1.3 236,075 0.7 183,867 77.9
繰越金 440,000 1.4 910,000 2.8 △ 470,000 △ 51.6
諸収入 1,761,327 5.6 1,662,866 5.2 98,461 5.9

21,676,783 68.5 21,816,710 67.5 △ 139,927 △ 0.6
地方譲与税 324,000 1 332,000 1 △ 8,000 △ 2.4
利子割交付金 74,000 0.2 56,000 0.2 18,000 32.1
配当割交付金 45,000 0.1 62,000 0.2 △ 17,000 △ 27.4
株式等譲渡所得割交付金 74,000 0.2 56,000 0.2 18,000 32.1
地方消費税交付金 1,119,000 3.5 1,164,000 3.6 △ 45,000 △ 3.9
ゴルフ場利用税交付金 60,000 0.2 64,000 0.2 △ 4,000 △ 6.3
自動車取得税交付金 222,000 0.7 243,000 0.8 △ 21,000 △ 8.6
地方特例交付金 177,000 0.6 164,238 0.5 12,762 7.8
地方交付税 200,000 0.6 515,000 1.6 △ 315,000 △ 61.2
交通安全対策特別交付金 27,000 0.1 27,500 0.1 △ 500 △ 1.8
国庫支出金 2,879,473 9.1 2,979,275 9.2 △ 99,802 △ 3.3
県支出金 1,569,944 5 1,367,577 4.2 202,367 14.8
市債 3,224,800 10.2 3,452,700 10.7 △ 227,900 △ 6.6

9,996,217 31.5 10,483,290 32.5 △ 487,073 △ 4.6
31,673,000 100 32,300,000 100 △ 627,000 △ 1.9歳　入　合　計

自
主
財
源

小　　計

依
存
財
源

小　　計

区　　分
平成20年度 平成19年度 増　　減

予算額 構成比 予算額 構成比 金額 伸び率
(千円) (％) (千円) (％) (千円) (％)

7,651,260 24.2 7,864,470 24.3 △ 213,210 △2.7
4,372,950 13.8 4,768,259 14.8 △ 395,309 △8.3

57,131 0.2 100,608 0.3 △ 43,477 △43.2
5,014,945 15.8 4,315,208 13.4 699,737 16.2

1,607,459 5.1 1,670,286 5.2 △ 62,827 △3.8

4,546,485 14.3 4,943,860 15.3 △ 397,375 △8.0
補助事業 2,196,743 6.9 1,677,885 5.2 518,858 30.9

単独事業 2,349,742 7.4 3,265,975 10.1 △ 916,233 △28.1
1 0 4 0 △ 3 △75.0

3,788,970 12 3,687,205 11.4 101,765 2.8
6,337 0 8,517 0 △ 2,180 △25.6

5,700 0 18,000 O.1 △ 12,300 △68.3
1,365,579 4.3 1,211,245 3.7 154,334 12.7

3,226,183 10.2 3,682,338 11.4 △ 456,155 △12.4

30,000 0.1 30,000 0.1 0 0
31,673,000 100 32,300,000 100 △ 627,000 △1.9

14,546,486 14.3 4,943,864 15.3 △397,378 △8.0

27,126,514 85.7 27,356,136 84.7 △229,622 △0.8

義務的経費 16,455,175 52 15,866,883 49.1 588,292 3.7
一般行政費 10,671,339 33.7 11,489,253 35.6 △817,914 △7.1

消費的経費

12繰出金

13予備費

合計

投資的経費

8公債費

9積立金
10出資金

11貸付金

5補助費等

6普通建設事業費

7災害復旧事業費

1人件費

2物件費
3維持補修費

4扶助費

性質別
平成20年度 平成19年度 増減

　　予算額 構成比 予算額 構成比 金　額 伸び率
（千円） 　(％) (千円) 　(％) (千円) 　(％)

国民健康保険 10,806,931 43.8 11,481,529 35.8 △674,598 △5.9
老人保健 1,072,965 4.3 8,454,779 26.4 △7,381,814 △87.3
介護保険 5,845,836 23.7 5,367,749 16.7 478,087 8.9
後期高齢者医療 934,689 3.8 0 0 934.689 皆増
交通災害共済事業 0 O.0 2,333 0 △2,333 皆減
墓園事業 10,580 O.0 10,935 0 △355 △3.2
下水道事業 3,511,609 14.2 4,152,248 13 △640,639 △15.4
楽寿園 322,515 1.3 334,806 1 △12,291 △3.7
駐車場事業 122,087 O.5 122,423 O.4 △336 △O.3

小　計 22,627,212 91.6 29,926,802 93.3 △7,299,590 △24.4
2,063,707 8.4 2,130,604 6.7 △66,897 △3.1

24,690,919 100 32,057,406 100 △7,366,487 △23.0

特
別
会
計

水　道　事　業
合　計

会　計　名
平成20年度 平成19年度 増　　減

柏
崎
刈
羽
原
発
事
故
は
国

の
誤
っ
た
設
置
許
可
が
最
大

の
原
因
な
の
に
、
婉
曲
な
抽

象
的
な
言
葉
の
羅
列
ば
か
り

で
明
瞭
な
謝
罪
・
反
省
の
言

葉
は
な
か
っ
た
。 

東
海
地
震
が
予
想
さ
れ
る

活
断
層
の
あ
る
中
心
地
域
に

危
険
な
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画

を
急
ぐ
理
由
を
問
わ
れ
て

も
、「
安
全
で
す
」
を
繰
り
返

す
だ
け
だ
っ
た
。 

 

市
長
や
議
員
の
計
画
容
認

の
説
明
は
「
容
認
を
前
提
と

し
た
屁
理
屈
」「
容
認
の
た
め

の
辻
褄
併
せ
」
に
聞
こ
え
た
。 

(

Ｎ) 

ば
放
射
能
は
西
風
に
乗
っ
て

駿
河
湾
を
越
え
、
被
害
は
遠

く
三
島
市
に
ま
で
及
ぶ
の

だ
。
こ
こ
の
人
た
ち
は
そ
ん

な
こ
と
も
知
ら
な
い
の
だ
ろ 

う
か
。 

       

原
子
力
安
全
・
保
安
院

（
こ
れ
は
第
三
者
機
関
で

は
な
く,

計
画
を
推
進
す

る
国
の
機
関
で
あ
る
）
の

説
明
は
納
得
で
き
な
か
っ
た
。 

 

２００８年度 三島市 一般会計予算（歳入） 

２００８年度 三島市 一般会計予算（歳出・性質別） 

２００８年度 三島市 特別会計 

の
手
当
を
一
部
市
債
で
補
っ

た
と
し
て
い
る
。 

歳
出
で
は
、
福
祉
・
教
育

予
算
に
重
点
配
当
し
、
都
市

基
盤
整
備
な
ど
に
配
慮
し
た

と
の
こ
と
。
ま
た
、
自
立
し

た
財
政
運
営
を
目
指
し
、
企

業
誘
致
等
を
積
極
的
に
推
進

す
る
と
の
姿
勢
で
あ
る
。 

大
き
な
特
徴
は
、
乳
幼
児

医
療
費
の
助
成
制
度
を
六
歳

か
ら
小
学
一
年
ま
で
拡
大
す

る
と
の
こ
と
。 

 

い
る
。
ま
た
、
収
入
確
保
の

手
段
と
し
て
、
財
政
調
整
基

金
を
は
じ
め
各
種
基
金
の
取

り
崩
し
、
こ
の
と
こ
ろ
予
想

以
上
に
増
え
続
け
る
退
職
者 

収
、
法
人
税
の
伸
び
悩
み
等

の
中
で
、
今
年
度
同
様
、
来

年
度
も
普
通
交
付
税
の
不
交

付
は
避
け
ら
れ
な
い
と
し
て 

 

市
長
の
所
信
表
明
で
は
、

今
ま
で
経
験
を
し
た
こ
と
の

無
い
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ

る
と
し
、
個
人
市
民
税
の
減 

 

退
職
手
当
が
九
億
二
千
万

円
か
ら
、
三
億
四
千
万
円
追

加
補
正
さ
れ
、
十
二
億
六
千

万
円
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
退

職
予
定
者
が
当
初
見
込
み
三

〇
名
か
ら
更
に
十
六
名
増
え

た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、
減

収
補
て
ん
債
が
二
億
円
追
加

補
正
さ
れ
た
理
由
は
、
従
来
、

次
年
度
繰
越
金
が
七
～
八
億

円
あ
っ
た
も
の
が
、
厳
し
い

財
政
事
情
で
、
来
年
度
は
繰 

十
九
年
度
補
正
の
問
題
点 

合
併
問
題
に
つ
い
て 

 

合
併
問
題
は
、
各
派
の
代

表
質
問
で
も
一
様
に
出
さ
れ

た
問
題
で
、
市
長
の
答
弁
は

概
略
次
の
よ
う
だ
っ
た
。 

 

合
併
の
進
め
方
の
違
い
か

ら
東
部
広
域
都
市
づ
く
り
研

究
会
が
解
散
と
な
っ
た
。 

地
方
分
権
の
流
れ
の
中

で
、
充
分
な
財
政
委
譲
が
な

さ
れ
た
後
に
、
将
来
的
に
は

道
州
制
を
展
望
す
る
。 

三
島
ら
し
さ
を
保
つ
こ
と

を
基
本
に
、
政
令
指
定
都
市

を
目
指
す
立
場
で
話
し
合
っ

て
き
た
が
物
別
れ
と
な
っ

た
。 ま

た
、
伊
豆
箱
根
沿
線
の

函
南
、
伊
豆
の
国
市
の
二
市

一
町
は
文
化
的
側
面
も
共
通

し
、
三
島
ら
し
さ
が
保
て
る

上
で
検
討
に
値
す
る
と
の
考

え
を
示
し
た
。 

社
会
保
険
病
院 

存
続
問
題 

弓
場
議
員
の
質
問
で
、「
三
島

社
会
保
険
病
院
存
続
と
今
後

に
つ
い
て
」
で
は
、
市
長
の

答
弁
は
次
の
よ
う
で
あ
っ

た
。 

 

三
島
社
会
保
険
病
院
は
三

島
市
に
と
っ
て
は
必
要
不
可

欠
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
そ
の
存
続
に
つ
い
て
何
度

も
国
に
働
き
か
け
て
き
た
。 

病
院
の
経
営
状
態
は
、
移
転

時
の
拡
充
に
よ
る
累
積
赤
字

は
残
る
も
の
の
、
経
営
努
力

に
よ
り
単
年
度
で
は
平
成
十

六
年
度
か
ら
黒
字
で
あ
る
。 

そ
ん
な
中
で
、
社
会
保
険

庁
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月

ま
で
に
整
備
合
理
化
計
画
を

確
定
す
る
と
し
て
い
る
。 

そ
し
て
現
在
、
病
院
の
経

営
改
善
状
況
や
地
域
医
療
に

お
け
る
重
要
性
な
ど
、
様
々

な
面
で
評
価
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
聞
く
。
二
月
七
日
に

も
市
議
会
議
長
は
じ
め
、
医

療
関
係
者
や
商
工
会
会
長
等 

 

で
厚
生
労
働
省
に
出
向
き
、

存
続
を
訴
え
て
来
た
。 

副
大
臣
の
話
し
で
は
、「
社

会
保
険
病
院
は
整
理
機
構
に

移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
地
域
に
重
要
な
病
院
は

残
す
必
要
が
あ
る
た
め
、
今

後
、
基
準
を
作
っ
て
い
く
。

ま
た
、
地
域
医
療
の
拠
点
で

あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

存
続
の
可
能
性
が
あ
る
限

り
、
病
院
の
自
助
努
力
と
共

に
、
関
係
諸
団
体
に
働
き
か

け
、
市
民
共
々
一
枚
岩
と
な

っ
て
存
続
に
向
け
努
力
し
て

い
く
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。 


